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はじめに
最近科学技術については､産業発展の基盤に関わる問題として､従来に比べより具体的な各国
における状況への関心が高まり､経済摩擦との関連で科学技術摩擦も問題とされるようになって
いる｡このような状況に鑑み当グループでは､日本の大学の研究者の養成がどこで行われている
かの一端を調べるために､大学の教官が学位を取得した大学の分布など､学位取得状況等の調査
を実施した｡なお､この種の資料については､まとまった形で公表されているものが少なく､今
回は､手に入った限りの資料で､部内資料としてまとめるに止どめた｡今後､利用可能な資料が
揃えば対象大学を増やすとともに､調査事項も拡大していきたいと考えている｡
[1]大学教官学位取得状況
1.調査の方法
4大学にて発行している教官名簿を基にパソコンによるデータベース (義一7,8参照)を作
成し､次の7つに分類して調査した｡
(1)国内の国立,公立,私立大学における博士号取得者
(2)アメリカの大学における博士号取得者
(3)ヨーロッパの大学における博士号取得者
(4)その他の外国の大学における博士号取得者
(5)国内の国立,公立,私立の修士号取得者
(6)外国における修士号取得者
(7)学位無し
尚､調査対象としたのは､国立A大学,国立B大学,国立C大字,私立D大学の4大字である｡
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2.調査結果
(1)調査結果の概要
博士号取得大学についてみると､調査した4つのいずれの大学においても日本の大学で学位を
取得した者が圧倒的に多い｡特に自然科学系の場合､約95%が日本の大学で学位を取得してお
り､国立大学の場合は､国立大学で取得した者が多い｡ またA大学の場合､A大学で取得した者
が多い｡外国の大学で学位を取得した者は少ないが､その中ではアメリカの大学で取得した者が
多い｡
修士号取得大学についてみても､日本の大学で修士号を取得した者が多く､特に国立大学の場
合､国立大学で取得した者が多い｡外国の大学で修士号を取得した者は少ないが､B大学では
20%と比較的多い｡
(2)博士号取得大学
a.国立A大学の場合
A大学の場合､885名中709名が博士号を持っている｡この709名についての学位取得
大学の内訳は次のとおりである (義-1参照)0
(9 676名 (95.3%)は国内の大学で学位を取得しており､その中で国立大学が666名
(93.9%)を占めている｡
② 505名 (71.2%)がA大学で取得しており､460名 (64.9%)がA大学の出身
者である｡
⑨ 外国の大学で博士号を取得した者は33名 (4.6%)であり､その内訳はアメリカ23名,
ヨーロッパ9名,その他の国1名となっている｡
⑥ 取得された709の学位は､全て自然科学系の学位である｡
以上のことより､国内の国立大学で学位を取得した者の割合が非常に大きく､ またA大学で取
得した者が多いことがわかる｡ これに対し､国内の公立,私立及び外国の大学で学位を取得した
者は非常に少ないことがわかる｡
b.国立B大学の場合
B大学の場合､ 1,431名中900名が博士号を持っている｡ この900名についての学位
取得大学の内訳は次のとおりである (義-2参照)0
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① 806名 (89.9%)は国内の大学で学位を取得しており､その中で国立大学が733名
(81.4%)を占めている｡
② 226名 (25.1%)がB大学 (前身の大学を含む)であり､ 189名 (21.0%)
がB大学 (前身の大学を含む)の出身者である｡
⑧ 外国の大学で博士号を取得した者は94名 (10.5%)と少ない｡ その内訳はアメリカ
68名, ヨーロッパ20名,その他の国6名となっているO
国内の国立大学で学位を取得した割合は大きい､ しかしB大学 (前身の大学を含む)で取得し
た者はあまり多 くないことがわかる｡ また外国の大学で学位を取得した者も少ないのがわかる｡
また､ 自然科学系の学位取得者のみに限定してみると､770名が博士号を持っている｡
① 728名 (94.5%)は国内の大学であり､ その中で国立大学が664名 (86.2%)
を占めている｡
② 178名 (23.1%)がB大学 (前身の大学を含む)で取得しており､ 147名
(19.1%)が国立B大学 (前身の大学を含む)の出身者である｡
⑨ 外国の大学で博士号を取得した者は42名 (5.4%)､ その内訳を見るとアメリカ35名,
ヨーロッパ6名,その他の国 1名となっている.
国内の国立大学で学位を取得した割合は大きいが､B大学 (前身の大学を含む)で取得した者
は少ないことがわかる｡ また外国の大学で学位を取得した者も少ないことがわかる｡
C. 国立C大学の場合
C大学の場合､207名中132名が博士号を持っている｡ この132名についての学位取得
場所の内訳は次のとおりである (義-3参照)0
① 124名 (93.9%)は国内の大学で取得しており､ その中で国立大学が120名
(90.9%)を占めている｡
② C大学の出身者はいない (大学の歴史が浅いため)｡
⑧ 外国の大学で博士号を取得した者は8名 (6.1%)であり､全員がアメリカで取得してい
る｡
④ 取得された132の学位は､全て自然科学系の学位である｡
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国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡ また外国の大学で学位を
取得した者は非常に少ないことがわかる｡
d.私立D大学の場合
D大学の場合､565名中173名が博士号を持っている｡ この173名についての学位取得
大学の内訳は次のとおりである (義-4参照)0
① 163名 (94.2%)は国内の大学で取得している｡
② 55名 (31.8%)がD大学の出身者である｡
⑧ 外国の大学で博士号を取得した者は10名 (5.7%)である｡その内訳はアメリカ7名,
ヨーロッパ3名となっている｡
国内の大学で学位を取得した割合が非常に大きく､その中でD大学で学位を取得した者が
1/3でありあまり多くないことがわかる｡ また外国の大学で学位を取得した者は非常に少ない
ことがわかる｡
また､ 自然科学系の学位取得者のみに限定してみると､82名が博士号を持っている｡
① 82名 (100%)全員が国内の大学で取得している｡
② 12名 (14.6%)がD大学の出身者である｡
国内の他の大学で学位を取得した割合が非常に大きく､D大学の出身者は自然科学系の場合非
常に少ないことがわかる｡ また外国の大学で学位を取得した者がいないのも特徴である｡
e.四大学総合
4つの大学を総合的にみると3,088名中1,914名 (62.0%)が博士号を持ってい
る｡ この 1,914名について､学位取得大学の内訳は次のとおりである (義-5参照)0
① 1,769名 (92.4%)は国内の大学で学位を取得しており非常に多い｡
② 外国の大学で博士号を取得した者は145名 (7.6%)と少ない｡その内訳はアメリカ
106名,ヨーロッパ32名,その他の国7名となっている｡
また自然科学系の学位取得者のみに限定してみると､ 1,905名が博士号を持っている｡
① 1,610名 (95.1%)は国内の大学で取得している｡
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⑧ 外国の大学で博士号を取得した者は83名 (4.9%)と非常に少ない｡その内訳を見ると
アメリカ66名, ヨーロッパ 15名,その他の国2名となっている｡
⑧ 自校出身者でかつ自校で学位を取得した者の数は､それぞれ､A大学460名 (68%)
B大学147名 (20.2%),D大学12名 (14.6%),であり､A大学の比率が特
に商いのが目立つ｡
国立大学の場合､国内の国立大学で博士号を取得した者が､全体を対象とした場合85.1%,
自然科学系に限ってみると91.8%と非常に多いことがわかる｡
(3)修士号取得大学
a.国立A大学の場合
A大学の場合､885名車149名が修士号を持っている｡ この149名について､その取得
大学の内訳は次のとおりである (義-1参照)｡
① 148名 (99.3%)は国内の大学であり､その中で国立大学が140名 (94.0%)
を占めている｡
② 97名 (65.1%)がA大学の出身者である｡
⑧ 外国の大学で修士号を取得した者は1名 (0.7%)と非常に少ない｡
④ 国内で取得された修士号は､全て自然科学系である.
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きく､A大学の出身者が多いことがわかる｡
b.国立B大学の場合
B大学の場合､ 1,431名車287名が修士号を持っている｡この287名について､その
取得大学の内訳は次のとおりである (義-2参照)o
① 263名 (91.6%)は国内の大学であり､その中で国立大学が230名 (80.1%)
を占めている｡
㊨ 150名 (52.3%)がB大学 (前身の大学を含む)の出身者である｡
③ 外国の大学で修士号を取得した者は24名 (8.4%)である｡
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡ また外国の大学で学位を
取得した者は少ないことがわかる｡
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また自然科学系の修士号取得者のみに限定してみると､30名が修士号を持っている｡
① 24名 (80.0%)は国内の大学であり､ その中で国立大学が22名 (73.3%)杏
占めている｡
② 11名 (36.7%)がB大学 (前身の大学を含む)の出身者である｡
⑧ 外国の大学で修士号を取得した者は6名 (20.0%)である｡
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡ また外国の大学で学位を
取得した者は少ないことがわかる｡
C.国立C大学の場合
C大学の場合､207名中27名が修士号を持っている｡ この27名について､ その取得大学
の内訳は次のとおりである (義-3参照)o
① 27名 (100%)が国内の大学であり､ その中で国立大学が24名 (88.9%)杏
占めている｡
② このうち6名 (22.2%)はC大学の出身者である｡
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡ また､ C大学の出身者で
博士号を取得した教官はいないが､修士号を取得した教官は生まれていることがわかる｡
また自然科学系の修士号取得者のみに限定してみると､ 18名が修士号を持っており
① 全て国内の国立大学である｡
② またこのうち6名 (33.3%)がC大学の出身者である｡
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡
d.私立D大学の場合
D大学の場合､ 565名申242名が修士号を持っている｡ この242名について､ その取得
大学の内訳は次のとおりである (衣-4参照)O
① 237名 (97.9%)は国内の大学である｡
② 79名 (32.6%)がD大学の出身者である｡
③ 外国の大学で修士号を取得した者は5名 (2.1%)と少ない｡
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国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡ また外国の大学で学位を
取得した者は少ないことがわかる｡
また自然科学系の修士号取得者のみに限定してみると､ 16名が修士号を持っている｡
① 14名 (87.5%)が国内の大学である｡
② このうち3名 (18.8%)がD大学の出身者であり､多 くない｡
④ 外国の大学で修士号を取得した者は2名 (12.5%)と少ない｡
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡ また外国の大学で学位を
取得した者は少ないのがわかる｡
e.四大学総合
4つの大学を総合的にみると3,088名中705名 (22.8%)が修士号を持っている｡
この705名について､その取得大学の内訳は次のとおりである (義-5参照)O
① 675名 (95.7%)は国内の大学である｡
② 外国の大学で修士号を取得した者は30名 (4.3%)と少ない｡
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡ また外国の大学で学位を
取得した者は非常に少ないのがわかる｡
また自然科学系の修士号取得者のみに限定してみると､212名が修士号を持っている｡
① 204名 (96.2%)は国内の大学である｡
② 外国の大学で修士号を取得した者は8名 (3.8%)と非常に少ない｡
国内の国立大学で学位を取得した割合が非常に大きいことがわかる｡博士号取得者と同様､A
大学において自校で学位を取得した教官が多いことがわかるO
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[2]大学教官流動状況調査
1.調査の方法
次の8つの類型に分類して調査した｡
(1)移動無し
(2)国立大学より移動
(3)公立大学より移動
(4)私立大学より移動
(5)外国の大学より移動
(6)国の研究機関等より移動
(7)民間の研究機関等より移動
(8)外国の研究機関等より移動
尚､調査対象としたのは､教官名簿の記載項目とその内容の制約から国立A大学のみである｡
2.調査結果
(1)調査結果の概要
A大学で､調査対象としたのは885名である｡移動せず､学部卒業ないし大学院終了以来､
A大学に在籍している者が全体の60% (534名)である｡
移動した者では､国立大学から移動してきた者が140名 (移動した者の内63%)圧倒的に
多い (義-6参照)o
また､大学ではなく研究機関より移動してきた者は国の研究機関より(51名)は民間からの
方 (73名)が多い､外国の研究機関等から移動してきた者は小数 (5名)である｡
8
義-1 国 立 A 大 学 教 官 学 位 刃文得 斗犬 況
人 数及び割合学 位 (全 体) (自 然 科 学 系 の み)
総数に占 博士号取得者 修士号取得者 総数に占 博士号取得者 修士号取得者
総 数 める割合 に占める割合 に占める割合 総 数 める割合 に占める割合 に占める割合
1.博士号 (国内) 676名 76.4% 95.3% 676名 78.9% 95.3%
国立 666 98.5% 75.3 93.9 666 98.5% 77.7 93.9
公立 3 0.4 0.3 0.4 3 0.4 0.4 0.4
私立 7 1.0 0.8 1.0 7 1.0 0.8 1.0
A大 (取得) 505 74.7 57.1 71.2 505 74.7 58.9 71.2
A大 (出身,取得) 460 68.0 52.0 64.9 460 68.0 53.7 64.9
2.博士号 (アメリカ) 23名 2.6% 3.2% 23名 2.7% 3.2%
3.博士号 (ヨーロッパ) 9名 1.0% 1.3% 9名 1.1% 1.3%
4.博士号 (その他の国) 1名 0.1% 0.1% 1名 0.1% 0. 1%
5.修士号 (国内) 148名 16.7% 99.3% 148名 17.3% 100.0%
国立 140 94.6% 15.8 94.0 140 94.6% 16.3 94.6
公立 1 0.7 0.1 0.7 1 0.7 0.1 0.7
私立 7 4.7 0.8 4.7 7 4.7 0.8 4.7
A大 (出身,取得) 97 65.5 11.0 65.1 97 65.5 11.3 65.5
6.修士号 (外国) 1名 0. 1% 0.7% 0名 0.0% 0.0%
7.学位無し 176名 19.9%
調 査 対 象 者 合 計 885名 885名 709名 149名 857名 857名 709名 148名
(注) 出典 : 教官総覧:A大学, 1987 を基に作成
国内の大学で博士号を取得した676名の中には､外国でも学位を取得した4名を含まない｡
義-2 国 立 B 大 学 数 官 学 位 月文得 1犬 況
人 数及び割合学 位 (全 体) (自 然 科 学 系 の み)
総数に占 博士号取得者 修士号取得者 総数に占 博士号取得者 修士号取得者
総 数 める割合 に占める割合 に占める割合 総 数 める割合 に占める割合 に占める割合
1.博士号 (国内) 806名 56.3% 89.9% 728名 91.0% 94.5%
国立 733 90.9% 51.2 81.4 664 91.2% 83.0 86.2
公立 22 2.7 1.5 2.4 19 2.6 2.4 2.5
私立 51 6.3 3.6 5.7 45 6.2 5.6 5.8
B大 (取得) 226 28.0 15.8 25.1 178 24.5 22.3 23.1
B大 (出身,取得) 189 23.4 13.2 21.0 147 20.2 18.4 19.1
2.博士号 (アメリカ) 68名 4.8% 7.6% 35名 4.4% 4.5%
3.博士号 (ヨーロッパ) 20名 1.4% 2.2% 6名 0.8% 0.8%
4.博士号 (その他の国) 6名 0.4% 0.7% 1名 0.1% 0. 1%
5.修士号 (国内) 263名 18.4% 91.6% 24名 3.0% 80.0%
国立 230 87.5% 16.1 80.1 22 91.7% 2.8 73.3
公立 7 2.7 0.5 2.4 1 4.2 0.1 3.3
私立 26 9.9 1.8 9.1 1 4.2 0.1 3.3
B大 (出身,取得) 150 57.0 10.5 52.3 11 45.8 1.4 36.7
6.修士号 (外国) 24名 18.4% 8.4% 6名 0.8% 20.0%
7.学位無し 244名 17. 1%
(注) 出典 : 研究者総覧:B大学, 1987･を基に作成
国内の大学で博士号を取得した806名の中には､外国でも学位を取得した7名を含まない｡
なお､ 806名中には外国人教師1名を含む｡
アメリカの大学で博士号を取得した68名には､外国人教師11名を含む｡
ヨーロッパの大学で博士号取得した20名には､外国人教師2名を含む｡
その他の外国の大学で博士号を取得した6名には､外国人教師5名を含む｡
義-3 国 立 C 大 学 教 官 学 位 月文得 状 況
人 数及び割合学 位 (全 体) (自 然 科 学 系 の み)
総数に占 博士号取得者 修士号収得者 総数に占 博士号取得者 修士号取得者
総 数 める割合 に占める割合 に占める割合 総 数 める割合 に占める割合 に占める割合
1.博士号 (国内) 124名 59.9% 93.9% 124名 82.7% 93.9%
国立 120 96.8% 58.0 90.9 120 96.8% 80.0 90.9
公立 1 0.8 0.5 0.8 1 0.8 0.7 0.8
私立 3 2.4 1.4 2.3 3 2.4 2.0 2.3
C大 (取得) 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0
C大 (出身,取得) 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0
2.博士号 (アメリカ) 8名 3.9% 6.1% 8名 5.3% 6.1%
3.博士号 (ヨーロッパ) 0名 0.0% 0.0% 0名 0.0% 0.0%
4.博士号 (その他の国) 0名 0.0% 0.0% 0名 0.0% 0.0%
5.修士号 (国内) 27名 13.0% 100.0% 18名 12.0% 100.0%
国立 24 88.9% 11.6 88.9 18 100.0% 12.0 100.0
公立 0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0.0
私立 3 11.l l.4 11.1 0 0.0 0.0 0.0
C大 (出身,取得) 6 22.2 2.9 22.2 6 33.3 4.0 33.3
6.修士号 (外国) 0名 0.0% 0.0% 0名 0.0% 0.0%
7.学位無し 48名 23.2%
調 査 対 象 者 合 計 207名 207名 132名 27名 150名 150名 132名 18名
(注) 出典 : 研究者総覧:C大学, 1988 を基に作成
国内の大学で博士号を取得した124名の中には､外国でも学位を取得した1名を含まない｡
義-4 私 立 D 大 学 教 官 学 位 月文子等 可犬 況
人 数及び割合学 位 (全 体) (自 然 科 学 系 の み)
総数に占 博士号取得者 修士号取得者 総数に占 博士号取得者 修士号取得者
総 数 める割合 に占める割合 に占める割合 総 数 める割合 に占める割合 に占める割合
1.博士号 (国内) 163名 28.8% 94.2% 82名 83.7%100.0%
国立 一 一 % - - %
公立
私立
D大 (取得)
D大 (出身,取得) 55 33.7 9.7 31.8 12 14.6 12.2 14.6
2.博士号 (アメリカ) 7名 1.2% 4.0% 0名 0.0% 0.0%
3.博士号 (ヨーロッパ) 3名 0.5% 1.7% 0名 0.0% 0.0%
4.博士号 (その他の国) 0名 0.0% 0.0% 0名 0.0% 0.0%
5.修士号 (国内) 237名 41.9% 97.9% 14名 14.3% 87.5%
国立 一 一 % 一 一%
公立
私立
D大 (出身,取得) 79 33.3 14.0 32.6 3 21.4 3.1 18.8
6.修士号 (外国) 5名 0.9% 2.1% 2名 2.0% 12.5%
7.学位無し 150名 26.5%
調 査 対 象 者 合 計 565名 565名 173名 242名 98名 98名 82名 16名
(注) 出典 : 教員調査表:D大学,昭和63年度 を基に作成
ヨーロッパの大学で博士号を取得した3名には､外国人教師2名を含む｡
義-5 大 学 教 官 学 位 刃文得 状 況 (A大学,B大学,C大学,D大学の総合)
人 数及び割合学 位 (全 体) (自 然 科 学 系 の み)
総数に占 博士号取得者 修士号取得者 総数に占 博士号取得者 修士号取得者
総 数 める割合 に占める割合 に占める割合 総 数 める割合 に占める割合 に占める割合
1.博士号 (国内) 1769名 57.3% 92.4% 1610名 84.5% 95.1%
国立 1519 94.6% 60.2 87.2 1450 94.9% 80.2 90.0
公立 26 1.6 1.0 1.5 23 1.5 1.3 1.4
私立 61 3.8 2.4 3.5 55 3.6 3.0 3.4
所属大 (取得) 731 45.5 29.0 42.0 683 44.7 37.8 42.4
所居大 (出身,取得) 649 40.4 25.7 37.7 607 39.7 33.6 37.7
2.博士号 (アメリカ) 106名 3.4% 5.5% 66名 3.5% 3.9%
3.博士号 (ヨ-ロツパ) 32名 1.0% 1.7% 15名 0.8% 0.9%
4.博士号 (その他の国) 7名 0.2% 0.4% 2名 0.1% 0. 1%
5.修士号 (国内) 675名 21.9% 95.7% 204名 10.7% 96.2%
国立 394 77.0% 15.6 85.1 180 94.7% 10.0 91.8
公立 8 1.6 0.3 1.7 2 1.1 0.l l.0
私立 36 7.0 1.4 7,8 8 4.2 0.4 4.1
所属大 (出身,取得) 253 49.4 10.0 54.6 114 60.0 6.3 58.2
6.修士号 (外国) 30名 1.0% 4.3% 8名 0.4% 3.8%
7.学位無し 469名 15.2%
(注)博士号の国公私立等の内訳はD大学を除いたものである｡
義-6 大 学 教 官 流 動 斗犬 況 調 査
人数.割合 人数 全体 に占 大学 に占 大学以外 に移動状況 める割合 め る割合 占め る割合
1.移動無 し 534 60.3%
2. 国立大学 よ り移動 140 15.8 63.1%
3.公立大学 よ り移動 6 0.7 2.7
4. 私立大学 よ り移動 21 2.4 9.5
5.外国 の大学 よ り移動 55 6.2 24.8
6. 国の研究機 関等 よ り移動 51 5.8 39.5%
7. 民 間の研究機 関等 よ り移動 73 8.2 56.6
8. 外国 の研究機 関等 よ り移動 5 0.6 3.9
(注) 出典 : 教官総覧:A大学, 1987 を基 に して作成
義-7 学 位 刃文得 可犬 祝 調 査 ′ヾソ =コ ン ノ入-ブコ項 目
(大学別項目一覧表)
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15. 学2
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義-8 学 位 耳史子専状 況 調 査 デ - ク ーヽミ- ス
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型 式 帽 備 考
数値型 3 各学科等ないで名簿順に1から番号をつける.
文字型 20 姓と名の間を一字空ける｡外国人はイニシャルとカタカナで簡単にいれる｡
文字型 3 コー ド:3桁で入力する｡ (全国大学一覧による｡国立大 000-,公立大 100-,私立大 200-)
文字型 20 大学名を入力する｡
文字型 2 名簿の順に番号をつける｡
文字型 24 学部名を入力する｡
文字型 2 名簿の順に番号をつける｡
文字型 30 学科名を入力する｡
文字型 16 教授,助教授,助手,等を入力する｡
文字型 4 西暦4桁,年号 S,T,M
文字型 2 コー ド:01理学,02工学,03医学,04その他の自然科学,05社会科学,06人文科学
文字型 32 名簿にある専門を入力する｡
文字型 2 コー ド:11理学博士,12工学博士,13医学博士,14他の理科系博士号,15その他の博士号,
31修士号 (理科系),32その他修士号,21Ph.D他 (理科系の博士号),25Ph.D他 (その他の
博士号),41修士号 (理科系,外国),42その他修士号 (外国)
文字型 14
文字型 2
文字型 14
理学博士,工学博士,理学修士等を入力する｡
コー ド:学 1 と同様｡
学位-1 と同様｡
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文字型 2 コード:11国内国立大学,12国内公立大学,13国内私立大学,21アメリカの大学,
??????????
文字型 32
文字型 2
文字型 32
文字型 2
22ヨーロッパの大学,23その他の外国の大学
大学名を入力する｡
コード:取 1 と同様｡
蚊得場所-1 と同様｡
コード:01国立大学,02公立大学,03私立大学,04国公立研究所 ,05私立研究所及び
企業 (付属研究所を含む),06外国の大学,07外国の研究所他
大学名,研究所名等を入力する｡
コー ド:職 1 と同様｡
前職-1 と同様｡
コード:11国内国立大学,12国内公立大学,13国内私立大学,21アメT)カの大学,
22ヨーロッパの大学,23その他の外国の大学
文字型 32 大学名及び博士課程等を入力する｡
*参考資料
全国大学一覧 :文部省高等教育局大学課監修,昭和六十二年度
A大学教官総覧 :1987
B大学研究者総覧:1987
C大学研究者総覧:1988
D大学教員調査表:昭和63年度
